
　
　
　
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
僑
社
会
構
造
の
変
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
　
田
　
　
直
　
　
作

　
　
　
　
　
　
一
　
人
民
行
動
党
の
成
立
と
内
閣
組
織

　
海
外
各
国
の
著
僑
社
会
は
旧
中
国
の
民
間
社
会
の
そ
れ
を
反
映
し
て
、
自
主
的
に
自
治
機
構
を
構
成
し
、
そ
の
上
位
機
関
と
し

て
、
中
華
総
商
会
・
中
華
総
会
館
・
公
議
会
・
華
僑
総
会
等
の
名
称
を
も
つ
集
成
団
体
に
よ
っ
て
、
統
轄
支
配
さ
れ
て
き
た
。

　
だ
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ｌ
ル
で
は
一
九
五
九
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
イ
ギ
リ
ス
支
配
時
期
の
立
法
議
会
が
解
散
し
、
外
交
・
軍

事
を
除
く
国
内
自
治
が
認
め
ら
れ
、
同
年
五
月
三
十
日
市
議
会
の
成
立
と
、
そ
の
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
人
民
行
動
党

P
e
o
p
l
e
'
s

A
c
t
i
o
nP
a
r
t
y
（
一
九
五
四
年
成
立
）
が
五
一
議
席
の
う
ち
四
三
議
席
、
総
票
数
の
五
四
％
獲
得
し
て
圧
倒
的
勝
利
を
七
縦
。

　
同
党
の
主
席
は
一
九
五
四
年
創
立
以
来
社
進
才
＝
D
a
･
T
o
r
C
即
ﾛ
C
r
y
Q
（
一
九
二
一
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
出
生
、
ラ
ッ
フ
ル
ズ
学
院
卒
、

ロ
ン
ド
ン
大
学
理
学
部
卒
、
ロ
ン
ド
ン
国
立
医
科
研
究
院
生
理
学
博
士
、
一
九
五
八
ー
一
九
六
四
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
生
理
学
講
師
、
一
九
六

八
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
校
長
）
で
あ
り
、
一
九
五
九
年
組
閣
の
際
に
は
副
総
理
と
な
っ
て
、
李
光
耀
総
理
を
補
佐
し
て
今
日
に
お
よ

ん
で
い
る
。
そ
こ
に
は
政
治
的
変
革
と
と
も
に
華
僑
社
会
構
造
の
画
期
的
な
変
革
が
実
現
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
李
光
耀
の
出
身
＝
同
党
の
秘
書
長
は
李
光
耀
＝

L
e
e
K
u
a
n
Y
e
w
（
潮
州
大
埔
県
出
身
、
一
九
二
三
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
出
生
、
ラ
ッ
フ

　
　
　
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
僑
社
会
構
造
の
変
革
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ル
ズ
学
院
、
五
ヵ
年
在
学
、
一
九
四
六
―
九
年
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
大
学
卒
、
弁
護
士
資
格
獲
得
）
は
広
東
省
潮
州
府
の
西
北
境
の
大
埔
県
の
出

身
の
客
家
で
あ
っ
て
、
彼
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
生
れ
の
第
四
世
の
儒
生
（
現
域
出
生
の
華
僑
）
で
あ
る
。

　
第
一
世
の
李
沐
文
は
大
浦
県
の
党
漢
郷
人
で
あ
っ
て
、
壮
年
の
と
き
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
渡
り
、
工
商
業
に
従
事
し
、
そ
の
子
の
第

二
世
の
長
子
李
雲
竜
（
一
八
七
九
ー
一
九
四
二
）
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
出
生
の
僑
生
で
、
専
ら
英
文
教
育
を
う
け
、
南
洋
の
砂
糖
王

で
あ
り
、
当
時
の
最
大
の
華
僑
資
本
家
で
あ
っ
た
ス
マ
ラ
ン
華
僑
の
黄
仲
涵
＝
O
o
-
C
h
u
n
g

H
a
m
財
閥
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
総
行

の
職
員
と
し
て
生
涯
を
終
っ
た
。
李
雲
竜
の
長
子
で
第
三
世
の
李
振
坤
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ハ
イ
・
ス
ト
リ
ｌ
ト
＝
H
i
g
h

S
t
r
e
e
t

で
時
計
・
宝
石
商
の
店
舗
を
経
営
し
て
い
る
。
李
光
耀
は
そ
の
長
男
と
し
て
誕
生
し
た
。

　
彼
の
出
身
地
の
大
埔
県
は
潮
州
府
に
所
属
し
、
潮
州
帑
（
集
団
）
の
一
県
で
あ
る
が
、
同
県
は
多
く
の
諸
都
市
で
組
織
す
る
「
潮

州
八
邑
会
館
Ｌ
の
潮
属
は
、
潮
安
・
澄
海
・
饒
平
・
潮
陽
・
掲
揚
・
普
寧
・
恵
来
・
豊
順
の
八
県
で
あ
っ
て
、
大
埔
県
の
み
は
客
家
＝

H
a
k
k
a
s
｡o
r
K
h
e
s
の
専
住
県
と
し
て
除
外
し
、
別
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
大
埔
帑
は
「
茶
陽
会
館
」
＝
(
y
a
r

Y
o
n
g

F
u
i

K
u
a
n

を
ケ
ー
ア
ン
ヒ
ル
街
＝
c
a
i
r
n
h
i
l
l
s
t
r
e
e
t
に
一
八
五
八
年
に
設
立
し
て
い
た
。
茶
揚
は
大
埔
県
が
茶
山
の
陽
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
同
県
の
別
称
と
な
っ
て
い
る
。

　
中
華
総
商
会
が
業
種
別
で
な
く
、
地
方
出
身
地
別
に
代
表
が
選
出
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
大
埔
県
が
潮
州
帑
に
所
属
す
る
限
り
は

一
回
も
代
表
が
選
出
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
一
九
〇
九
年
度
に
は
、
総
商
会
に
抗
議
し
た
結
果
、
大
浦
帑
は
独
自
に
自
帑
代
表

一
名
を
選
出
し
う
る
定
数
が
認
め
ら
れ
た
。

　
大
浦
帑
は
客
家
集
団
で
あ
っ
て
、
同
集
団
は
、
永
定
客
家
・
大
浦
客
家
・
豊
順
客
家
・
嘉
応
州
五
属
客
家
・
梅
県
客
家
・
恵
州
客

家
・
海
陸
豊
客
家
等
、
地
方
的
に
福
建
省
北
部
か
ら
広
東
省
北
部
に
分
散
し
て
お
り
、
言
語
的
に
は
客
家
語
を
話
す
人
種
集
団
で
あ
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っ
て
、
「
山
地
」
の
別
名
の
ご
と
く
重
労
働
者
を
輩
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
で
も
大
埔
系
は
む
し
ろ
商
人
的
色
彩
が
つ
よ
く
、

薬
房
・
西
薬
業
・
酒
廠
・
布
匹
商
・
当
商
（
質
屋
）
・
貴
金
属
商
・
鉄
器
業
・
洋
服
業
等
の
各
種
に
わ
た
り
、
貿
易
に
関
連
す
る
大
規

模
産
業
は
み
ら
れ
な
い
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
当
商
は
合
設
（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ツ
プ
）
の
連
号
組
織
で
、
大
埔
系
藍
姓
等
の
大
姓
の

独
占
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
。

　
今
、
本
年
（
一
九
七
七
）
一
月
の
新
嘉
埔
中
華
総
商
会
の
特
別
董
事
を
明
ら
か
に
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
り
、
上
位
商
人
の
集
成

団
体
と
し
て
の
総
商
会
に
お
け
る
大
埔
留
は
弱
少
帑
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
　
　
留
別
　
　
　
　
董
事
席
数
　
　
　
　
会
員
人
数

　
　
福
悟
　
　
　
　
　
二
三
席
　
　
　
　
二
九
三
八
名

　
　
潮
特
　
　
　
　
　
一
一
席
　
　
　
　
一
四
〇
一
名

　
　
広
特
　
　
　
　
　
　
五
席
　
　
　
　
　
六
五
四
席

　
　
三
江
特
　
　
　
　
　
三
席
　
　
　
　
　
四
〇
八
名

　
　
埔
（
大
埔
）
悟
　
　
一
階
　
　
　
　
　
一
九
二
名

　
　
梅
悟
　
　
　
　
　
　
一
席
　
　
　
　
　
　
七
一
名

　
　
涼
（
海
南
）
特
　
　
一
席
　
　
　
　
　
　
六
六
名

　
　
各
留
会
員
数
計
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
三
〇
名

　
　
商
団
　
　
　
　
　
一
〇
席
　
　
　
　
一
〇
八
単
位

　
華
僑
社
会
の
伝
統
的
な
構
造
の
中
核
を
形
成
す
る
中
華
総
商
会
に
お
い
て
は
最
下
位
に
あ
っ
て
、
中
小
規
模
商
工
業
、
な
い
し
は
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職
人
労
働
者
層
と
も
い
う
べ
き
大
埔
帑
か
ら
、
李
光
耀
首
相
が
一
九
五
九
年
の
市
議
会
の
自
治
選
挙
に
大
勝
を
占
め
、
人
民
行
動
党

内
閣
を
組
織
し
て
以
来
、
独
立
後
一
九
六
三
年
・
一
九
六
八
年
・
一
九
七
二
年
・
一
九
七
六
年
の
四
た
び
の
総
選
挙
に
圧
倒
的
勝
利

を
占
め
、
一
貫
し
て
一
八
年
間
李
光
耀
首
相
の
人
民
行
動
党
内
閣
の
成
立
を
み
て
今
日
に
お
よ
ん
で
い
る
。

　
そ
こ
で
顕
著
な
事
実
は
第
１
回
の
内
閣
閣
僚
の
構
成
員
７
名
は
、
五
た
び
と
も
か
わ
る
こ
と
な
く
一
致
団
結
し
て
担
当
分
野
は
相

違
し
て
も
閣
僚
と
し
て
参
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
最
近
の
一
九
七
六
年
末
総
選
挙
の
結
果
就
任
を
み
た
閣
僚
は
、
李
光
耀
首
相

以
下
は
次
の
1
1
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
氏
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
役
　
　
職

○
呉
慶
瑞
博
士
　
　
　
　
　
　
副
総
理
兼
国
防
部
長

ｏ
社
進
才
博
士
　
　
　
　
　
　
衛
生
部
長

○
拉
惹
勒
南
（
高
級
部
長
）
　
　
外
交
部
長

○
王
邦
文
（
高
級
部
長
）
　
　
　
労
工
部
長

○
林
金
山
（
高
級
部
長
）
　
　
　
国
家
発
展
兼
交
通
部
長

○
易
潤
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
兼
科
学
工
芸
部
長

　
因
仄
奥
斯
曼
渥
　
　
　
　
　
社
会
事
業
部
長

　
巴
克
　
　
　
　
　
　
　
　
　
律
政
兼
環
境
発
展
部
長

　
蔡
善
進
　
　
　
　
　
　
　
　
内
政
兼
教
育
部
長

　
韓
瑞
生
　
　
　
　
　
　
　
　
財
政
部
長
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註
、
○
印
第
一
次
以
降
の
内
閣
閣
僚

　
李
光
耀
の
ほ
か
、
○
印
の
六
名
は
第
１
次
か
ら
第
５
次
と
も
内
閣
に
閣
僚
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
第
４
次
の
閣
僚
名
と
比
較
す

る
場
合
、
文
化
部
長
の
易
潤
堂
が
、
科
学
工
芸
部
長
を
兼
任
し
て
い
る
以
外
、
他
の
９
名
は
一
九
七
二
年
の
第
四
次
内
閣
と
か
わ
る

と
こ
ろ
は
な
い
。

　
1
1
名
の
閣
僚
の
う
ち
８
名
は
華
僑
で
あ
り
、
外
交
部
長
の
ラ
ジ
ア
ラ
タ
ナ
ム
は
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
（
一
九
一
三
年
生
）
で
あ
り
、
イ

ン
チ
・
オ
ス
マ
ン
・
ビ
ン
・
ウ
オ
ッ
ク
は
マ
レ
イ
人
で
あ
る
が
、
何
れ
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
学
の
前
身
の
ラ
ッ
フ
ル
ズ
学
院
出
身

の
英
文
系
で
あ
る
。
パ
ー
カ
ー
の
出
身
国
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
英
文
派
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
第
１
次
か
ら
第
５
次
ま
で
に
い
た
る
李
光
耀
内
閣
は
、
易
潤
堂
を
除
け
ば
英
文
系
学
校
教
育
を
う
け
た
も
の
の
み
で
構
成
さ
れ
、

モ
ノ
リ
シ
ッ
ク
と
さ
え
み
ら
れ
る
凝
固
性
が
観
取
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
英
文
系
儒
生
達
の
凝
集
力
を
生
む
に
い
た
ら
し
め
た
何
ん

ら
か
の
対
立
的
要
素
の
存
在
が
予
測
さ
れ
う
る
。
そ
の
検
討
の
前
に
人
民
行
動
党
の
綱
領
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。

　
人
民
行
動
党
の
綱
領
＝
一
九
五
四
年
人
民
行
動
党
創
立
の
際
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
綱
領
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
①
　
植
民
地
主
義
を
終
結
せ
し
め
、
マ
ラ
ヤ
連
邦
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
よ
り
成
立
す
る
独
立
の
マ
ラ
ヤ
国
家
を
成
立
せ
し
め
る
こ

　
②
　
マ
ラ
ヤ
に
出
生
し
た
も
の
、
も
し
く
は
マ
ラ
ヤ
国
籍
を
獲
得
す
る
も
の
す
べ
て
に
よ
る
完
全
選
挙
制
に
基
礎
を
お
く
民
主

　
　
的
、
統
一
的
政
府
の
建
立

　
③
　
現
体
制
に
固
有
な
富
と
機
会
の
不
当
な
不
均
等
性
を
廃
止
す
る
こ
と
、
全
市
民
に
労
働
の
権
利
を
与
え
る
経
済
的
秩
序
を
打

　
　
ち
た
て
る
こ
と
、
疾
病
・
衰
弱
・
老
年
に
よ
り
、
も
は
や
労
働
に
従
事
し
え
な
い
人
達
に
相
当
の
生
活
と
社
会
的
安
定
を
保
証

　
　
　
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
僑
社
会
構
造
の
変
革
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会
は
戦
前
で
は
、
中
国
本
土
出
生
の
新
客
の
み
に
て
組
織
さ
れ
る
こ
と
を
慣
例
と
し
、
中
華
民
族
意
識
の
つ
よ
い
団
体
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
専
ら
華
文
を
使
用
し
、
英
文
系
僑
生
を
"
S
t
r
a
i
t
s
c
h
i
n
e
s
e
"
と
蔑
視
し
て
い
た
。

　
人
民
行
動
党
の
対
立
的
要
素
は
中
著
総
商
会
を
中
心
と
す
る
伝
統
主
義
的
、
旧
套
的
社
会
勢
力
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
他
面
、
急

進
的
な
共
産
主
義
勢
力
と
の
対
立
が
あ
っ
た
。

　
　
す
る
こ
と

　
④
　
マ
ラ
ヤ
人
民
達
に
国
民
的
統
一
の
精
神
と
自
尊
心
、
自
立
心
を
吹
き
こ

　
　
み
、
繁
栄
と
安
定
と
公
正
な
社
会
の
創
造
へ
努
力
し
て
い
く
意
識
を
彼
等
に

　
　
鼓
吹
す
る
こ
と

　
そ
こ
に
は
植
民
地
主
義
の
終
結
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
ラ
ヤ
連
邦
の
合
同
に

よ
る
マ
レ
イ
シ
ア
構
想
、
完
全
選
挙
制
に
よ
る
民
主
主
義
の
確
立
、
所
得
の
不
均

等
の
是
正
と
社
会
福
祉
の
促
進
を
意
図
す
る
社
会
主
義
へ
の
発
展
、
多
人
種
社
会

に
お
け
る
国
民
的
意
識
の
統
一
を
は
か
る
こ
と
の
四
大
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
中
国
意
識
が
根
づ
よ
い
少
数
上
層
商
人
資
本
家
層
の
地
縁
的
帑
派
の
集

成
団
体
と
し
て
の
中
華
総
商
会
の
伝
統
的
勢
力
と
の
対
立
を
み
る
に
い
た
り
、
華

僑
社
会
に
大
き
な
動
揺
と
影
響
を
お
よ
ぼ
し
始
め
た
。

　
李
光
耀
は
大
埔
系
、
人
民
行
動
党
主
席
の
社
進
才
は
福
州
系
と
み
ら
れ
、
い
ず

れ
も
総
商
会
で
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ
れ
な
い
小
帑
に
属
し
て
い
た
。
中
華
総
高
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社
会
主
義
戦
線
と
の
対
立
＝
人
民
行
動
党
と
李
光
耀
内
閣
出
現
の
当
時
は
、
一
九
四
八
年
六
月
一
八
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
一
九
六

〇
年
七
月
末
に
ま
で
お
よ
ぶ
緊
急
事
態
下
に
展
開
さ
れ
た
マ
ラ
ヤ
共
産
党
（
一
九
二
八
年
三
月
成
立
の
南
洋
共
産
党
の
後
身
、
一
九
三
一

年
フ
ラ
ャ
共
産
党
に
改
組
さ
れ
る
。
）
の
ゲ
リ
ラ
抗
争
の
時
期
に
も
際
会
し
て
い
た
。
客
家
の
陳
平
を
秘
書
長
と
す
る
マ
共
の
一
二
年
間

の
緊
急
事
態
下
の
犠
牲
者
数
は
総
計
二
一
、
○
二
二
名
に
お
よ
び
、
軍
・
官
側
以
外
の
民
間
人
の
被
害
者
数
は
計
四
、
六
六
五
名

で
、
そ
の
人
種
別
内
訳
は
前
頁
所
載
の
第
１
表
の
通
り
で
あ
る
。

　
前
表
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
通
り
、
華
僑
の
被
害
者
数
が
大
き
く
他
を
引
離
し
て
お
り
、
他
方
マ
共
は
陳
平
以
下
華
僑
系
党
員
を

主
体
と
し
て
お
り
、
華
僑
社
会
内
部
の
コ
ニ
ユ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
抗
争
と
も
観
察
さ
れ
え
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
政
府
側
は
合
法
的
な
議
会
闘
争
へ
転
回
せ
し
め
る
た
め
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
立
法
会
議
の
官
選
議
員
九
名
の
ほ
か
一

三
名
の
民
選
議
員
は
、
三
名
は
マ
レ
イ
・
華
僑
・
イ
ン
ド
系
の
各
総
商
会
の
代
表
、
四
名
は
総
督
の
任
命
、
残
り
の
六
名
が
民
選
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
五
四
年
の
立
法
会
議
の
選
挙
で
は
行
動
党
（
Ｐ
Ａ
Ｐ
）
か
ら
は
李
光
耀
・
林
清
祥
・
呉
清
泉
の
三
名
が
選
出
さ
れ
た
。
す
で

に
、
そ
こ
に
は
右
翼
と
左
翼
の
対
立
が
芽
ば
え
て
い
た
。

　
一
九
五
五
年
の
二
五
名
の
立
法
議
員
の
民
間
選
挙
で
は
、
第
一
位
労
工
戦
線
一
〇
名
以
下
進
歩
党
四
名
、
連
盟
議
員
三
名
、
人
民

行
動
党
三
名
、
民
主
党
二
名
、
無
所
属
三
名
の
順
位
と
な
り
、
中
華
総
商
会
の
伝
統
勢
力
を
背
景
に
も
つ
民
主
党
は
最
下
位
と
な

り
、
総
商
会
の
帑
派
的
代
表
の
選
出
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
下
位
労
働
者
層
の
諸
政
党
の
上
位
進
出
を
み
て
、
華
僑
社
会
構
造
の
変
革
過
程
が
開
始
さ
れ
た
。

　
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
分
裂
と
社
陣
の
出
現
＝
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
李
光
耀
は
ラ
ス
キ
ー
方
式
の
}
″
9
o
r
t
-
自
尽
c
o
n
s
e
n
t
に
よ
る
非
共
社
会
主
義
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＝
N
o
n
-
c
o
m
m
u
n
i
s
t
S
o
c
i
a
l
i
s
m
の
路
線
を
と
り
、
当
時
の
マ
共
の
毛
沢
東
路
線
に
よ
る
ゲ
リ
ラ
抗
争
否
定
の
態
度
を
明
ら
か
に

し
て
右
翼
労
働
者
政
党
の
立
場
を
採
用
し
て
い
た
。
だ
が
、
一
九
五
四
年
創
立
当
時
の
三
名
の
う
ち
の
林
清
祥
は
合
憲
闘
争
に
よ
る

が
、
非
合
法
政
党
の
マ
共
と
同
様
の
毛
沢
東
路
線
を
採
用
し
て
い
た
。
こ
の
党
内
の
ス
プ
リ
ッ
ト
は
一
九
五
九
年
五
月
三
十
目
の
第

１
回
総
選
挙
で
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
五
一
議
席
の
う
ち
四
三
議
席
を
獲
得
す
る
と
と
も
に
表
面
化
し
、
一
九
六
一
年
八
月
十
三
日
に
お
よ
ん
で

林
清
祥
・
方
水
雙
・
李
紹
祖
医
師
ら
の
一
三
名
の
親
共
派
は
分
派
行
動
を
と
り
、
党
籍
を
離
脱
し
て
別
に
「
社
会
主
義
戦
線
」
＝

B
a
r
i
s
a
nS
o
s
i
a
l
i
s
を
組
織
し
た
。
社
陣
は
労
働
者
と
農
民
の
階
級
政
党
で
あ
っ
て
、
植
民
地
的
構
造
を
排
除
し
て
社
会
主
義
社
会

を
建
設
す
る
。
一
応
、
マ
共
と
相
違
す
る
と
こ
ろ
は
、
暴
力
革
命
＝
R
e
v
o
l
u
t
i
o
n

b
y
V
i
o
l
e
n
c
e
方
式
を
と
ら
な
い
で
、
専
ら
合

憲
闘
争
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
た
。
そ
の
政
策
面
で
は
外
国
軍
隊
の
撤
収
、
マ
レ
イ
語
を
国
語
と
し
て
、
李
光
耀

派
と
は
相
違
し
て
英
文
教
育
を
排
除
し
、
党
名
も
マ
イ
レ
語
で
"
B
a
r
i
s
a
n

S
o
s
i
a
l
i
s
"
と
し
た
。
外
来
キ
リ
ス
ト
教
文
化
を
排
除
し

て
、
マ
ラ
ヤ
文
化
を
発
展
せ
し
め
る
点
で
、
英
文
派
の
李
光
耀
内
閣
と
は
明
確
に
一
線
を
画
し
て
い
た
。

　
こ
と
に
、
バ
リ
サ
ン
は
宗
教
面
で
は
、
回
教
は
そ
の
施
与
＝
N
a
k
a
t
や
金
利
禁
止
＝
図
一
W
の
慣
習
に
お
い
て
反
資
本
主
義
的
で

社
会
主
義
と
は
相
互
に
矛
盾
し
な
い
。
問
題
は
回
教
を
封
建
的
、
資
本
主
義
的
束
縛
か
ら
解
放
せ
し
め
る
こ
と
に
あ
る
。
教
育
面
で

は
既
往
の
英
語
教
育
優
先
を
改
め
て
、
マ
レ
イ
語
・
華
語
・
タ
ミ
ー
ル
語
系
の
教
育
を
中
学
・
大
学
教
育
に
ま
で
拡
大
し
、
教
育
者

の
平
等
待
遇
を
実
現
せ
し
め
る
。
経
済
に
関
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
へ
の
従
属
か
ら
脱
却
し
、
即
時
マ
ラ
ヤ
の
経
済
構
造
を
変
革

し
、
搾
取
の
な
い
社
会
主
義
原
則
を
打
ち
た
て
る
。
そ
の
場
合
に
、
中
共
と
同
様
新
民
主
主
義
の
二
段
階
革
命
方
式
を
と
り
、
第
一

段
階
で
は
外
国
諸
権
益
の
接
収
と
党
の
計
画
体
制
へ
の
協
力
の
た
め
に
民
族
資
本
家
を
組
織
化
し
、
動
員
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二

段
階
で
こ
れ
等
の
民
族
資
本
家
を
社
会
主
義
政
府
の
指
導
の
も
と
に
、
計
画
さ
れ
た
社
会
主
義
経
済
へ
吸
収
し
、
つ
い
で
こ
れ
等
の
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国
営
企
業
の
直
接
、
か
つ
完
全
な
支
配
を
確
立
す
る
。
農
村
経
済
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
万
の
マ
レ
イ
人
農
民
と
六
〇
万
の
華
僑
農

民
を
地
主
か
ら
解
放
し
、
既
往
の
マ
レ
イ
人
農
民
に
対
す
る
稲
作
地
保
留
条
例
の
特
典
は
す
べ
て
の
農
耕
者
に
あ
た
え
ら
れ
る
。
マ

ラ
ヤ
の
開
発
の
た
め
に
は
、
人
種
無
差
別
主
義
を
採
用
す
る
。
対
外
的
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
コ
ン
モ
ン
ウ
エ
ー
ル
ス
体
制
と
も
間
接

的
に
連
繋
の
あ
る
シ
ア
ト
ー
・
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
脱
離
し
て
、
バ
ン
ド
ン
会
議
に
お
け
る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
陣
営
側
に
立
つ
。
回
教

諸
国
は
キ
リ
ス
ト
植
民
地
主
義
と
対
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
進
歩
的
な
回
教
国
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
さ
ら
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
ご
と
き
マ
レ
イ
シ
ア
に
お
け
る
進
歩
的
諸
勢
力
と
の
連
合
の
も
と
に
、
帝
国
主
義
諸
勢
力
と
対
立
し
、
人
民
運
動
を
阻
止
す
る
諸

外
国
に
対
し
て
は
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
手
段
を
も
っ
て
抗
争
し
、
港
湾

諸
施
設
の
利
用
を
拒
否
し
、
さ
ら
に
当
該
国
製
品
の
不
買
、
当
該

諸
国
民
に
対
し
て
は
積
極
的
非
協
力
政
策
を
も
っ
て
対
抗
す
る
。

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
こ
そ
わ
れ
わ
れ
の
規
範
で
あ
る
と
の
立
場
を

採
用
し
て
い
る
。

　
社
陣
の
秘
書
長
の
林
清
祥
（
福
建
系
）
は
、
英
文
を
使
用
し
な

い
で
、
専
ら
著
語
や
福
建
士
語
を
駆
使
し
て
、
士
語
し
か
理
解
し

え
な
い
下
層
労
働
者
、
急
進
的
な
華
語
系
、
教
員
・
学
生
層
の
人

心
を
収
攬
し
、
左
翼
系
の
泛
星
＝
r
a
n

S
i
n
g
a
p
o
r
e
（
泛
星
各
業

職
工
連
合
会
）
以
下
四
〇
の
単
産
組
合
を
牛
耳
っ
て
い
た
。
一
九

五
七
年
完
全
独
立
を
み
た
マ
ラ
ヤ
連
邦
の
社
陣
が
ピ
ナ
ン
や
マ
ラ
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ッ
カ
等
の
開
港
都
市
の
福
建
系
人
口
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
に
地
盤
が
あ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
同
様
福
建
人
口
が
首
位
に
あ
る
だ

け
に
、
バ
リ
サ
ン
の
地
盤
は
強
固
で
あ
っ
た
。
一
九
六
三
年
九
月
二
十
一
日
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
総
選
挙
で
は
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
三
七
名
、

社
陣
一
三
名
、
統
一
人
民
党
一
名
の
選
出
を
み
、
保
守
陣
営
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
は
全
敗
を
み
た
。

　
今
、
参
考
の
た
め
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
僑
の
出
身
地
別
人
口
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
第
２
表
の
通
り
で
あ
る
。

　
一
九
五
四
年
人
民
行
動
党
の
結
成
以
来
学
生
・
労
働
者
層
の
ア
イ
ド
ル
と
も
い
う
べ
き
福
建
系
青
年
林
清
祥
の
一
九
六
三
年
社
陣

成
立
を
み
る
ま
で
の
過
程
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
僑
社
会
の
近
代
化
に
守
旧
的
勢
力
が
か
ら
み
あ
っ
て
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
ス
プ
リ
ッ
ト
を
促

進
せ
し
め
た
点
に
、
華
僑
社
会
固
有
の
特
性
が
観
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
華
総
商
会
を
根
城
と
し
た
「
老
中
国
」
の
最

後
の
抵
抗
で
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
二
　
新
嘉
坡
中
華
総
商
会
の
領
袖
の
態
度

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
華
僑
指
導
者
層
に
は
、
場
進
発
も
明
ら
か
に
し
た
ご
と
く
、
「
英
籍
海
峡
僑
生
協
会
」
＝
∽
t
S
F
c
h
i
n
e
s
e

B
r
i
t
i
s
h
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
と
「
中
華
総
商
会
」
＝
b
m
g
a
p
o
r
e
C
h
i
n
e
s
e
G
e
n
e
r
a
l
C
h
a
m
b
e
r

o
f
C
o
m
m
e
r
c
e
　
の
二
つ
の
組
織
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言
じ

体
に
よ
っ
て
明
確
に
区
分
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

　
Ｓ
・
Ｃ
・
Ｂ
・
Ａ
＝
前
者
の
Ｓ
・
Ｃ
・
Ｂ
・
Ａ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
生
れ
で
英
文
教
育
を
う
け
、
親
英
的
華
僑
領
導
層
の
育
成
さ
れ

る
温
床
と
も
な
っ
て
い
た
。
楊
進
発
は
Ｓ
・
Ｃ
・
Ｂ
・
Ａ
系
の
領
導
層
と
し
て
は
、
次
の
通
り
の
人
物
を
あ
げ
て
い
る
。

　
　
姓
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
　
生
　
地
　
　
　
教
　
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
　
業

　
陳
若
錦
（
一
八
五
九
ｌ
一
九
一
七
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　
　
　
ラ
ッ
フ
ル
ズ
学
院
（
一
八
九
五
ｌ
一
九
〇
二
）
商
人
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余
連
城
（
一
八
五
〇
ｌ
一
九
二
五
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　
　
　
ラ
ッ
フ
ル
ズ
学
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
人

　
林
文
慶
（
一
八
六
九
ｌ
一
九
五
七
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　
　
　
ラ
ッ
フ
ル
ズ
学
院
・
ア
イ
ダ
ホ
ー
大
学
　
　
医
師
・
会
社
役
員

　
李
浚
源
（
一
八
六
八
ｌ
一
九
二
四
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　
　
　
私
人
教
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
人
・
会
社
役
員

　
宋
旺
相
（
一
八
七
一
―
一
九
四
一
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　
　
　
ラ
ッ
フ
ル
ズ
学
院
・
ケ
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
大
学
　
弁
護
士

　
黄
瑞
朝
（
一
八
八
〇
ｌ
一
九
五
四
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　
　
　
ラ
ッ
フ
ル
ズ
学
院
・
グ
レ
イ
研
究
所
　
　
　
弁
護
士

　
許
山
興
（
　
ー
　
一
九
二
九
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　
　
　
漢
文
教
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
人
・
会
社
役
員

　
陳
杞
仁
（
一
八
八
六
ｌ
一
九
四
八
）
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
　
ビ
ク
ト
リ
ア
ペ
ナ
ン
義
学
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
大
学
　
弁
護
士

　
黄
兆
珪
（
一
八
八
八
　
ー
　
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　
　
　
ラ
ッ
フ
ル
ズ
学
院
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
大
学
　
商
人
・
会
社
役
員

　
林
漢
河
（
一
八
九
四
　
ー
　
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　
　
　
ケ
ン
ブ
リ
ツ
ヂ
大
学
・
ア
イ
ダ
ホ
ー
大
学
　
医
師

　
鄭
連
徳
（
一
八
九
八
―
一
九
四
二
）
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
　
聖
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
学
院
・
ビ
ブ
ト
リ
ア
学
院

　
王
長
輝
（
一
九
〇
九
　
ー
　
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　
　
　
英
華
学
校
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
大
学
　
　
　
　
弁
護
士

　
そ
の
ほ
か
、
前
世
紀
か
ら
の
領
導
層
と
し
て
は
、
楊
氏
は
陳
篤
生
（
一
七
九
八
年
マ
ラ
ツ
カ
出
生
）
、
陳
金
鐘
（
一
八
二
九
年
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
出
生
）
、
余
有
進
（
一
八
〇
五
年
、
汕
頭
出
生
ー
一
八
八
三
年
）
、
胡
亜
基
（
一
八
二
八
年
、
広
東
黄
埔
出
生
）
章
芳
林
、
陳
成
宝
、

顔
永
成
等
は
、
英
国
制
度
の
影
響
を
深
く
う
け
た
も
の
と
し
て
あ
げ
、
こ
れ
ら
の
僑
生
は
、
医
師
・
弁
護
士
等
の
イ
ン
テ
リ
層
で
あ

っ
て
も
、
実
業
に
も
関
連
し
、
相
互
に
緊
密
な
連
繋
を
も
ち
、
教
育
に
つ
い
て
も
奨
学
金
、
免
費
制
度
も
あ
り
、
卓
越
し
た
人
物
は

立
法
議
会
に
参
加
す
る
も
の
も
少
く
な
か
っ
た
。
Ｓ
・
Ｃ
・
Ｂ
・
Ａ
は
中
国
に
み
ら
れ
な
い
イ
ギ
リ
ス
海
峡
植
民
地
の
み
に
お
け
る

現
地
出
生
華
僑
の
英
文
教
育
を
う
け
た
も
の
の
み
の
特
殊
な
団
体
で
あ
り
、
李
光
耀
内
閣
の
閣
僚
の
多
く
は
Ｓ
・
Ｃ
・
Ｂ
・
Ａ
系
の
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仲
間
的
関
係
を
保
持
し
て
い
た
と
み
な
し
て
も
差
支
え
な
い
。

　
だ
が
、
現
地
で
な
く
、
本
国
の
新
来
の
華
文
教
育
う
け
て
き
た
新
客
の
華
僑
達
は
、
本
国
諸
都
市
に
お
け
る
と
同
様
の
団
体
を
現

地
で
形
成
し
、
多
く
の
姓
氏
団
体
・
村
落
団
体
・
府
県
省
団
体
を
組
織
す
る
ほ
か
、
本
国
流
に
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
変
法
自
強
政

策
の
産
物
と
し
て
の
本
国
の
商
会
法
に
し
た
が
っ
て
、
一
九
○
六
年
三
月
十
五
日
同
済
医
院
の
背
面
に
あ
っ
た
議
事
庁
を
仮
り
て

　
「
新
嘉
坡
中
華
総
商
会
」
の
成
立
を
み
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
。

　
総
商
会
は
分
県
制
で
、
初
期
は
広
東
県
が
り
Ｉ
ド
し
て
い
た
が
、
後
年
に
お
よ
ぶ
ほ
ど
福
建
帑
の
上
昇
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
今

年
度
の
分
帑
制
の
定
員
数
は
、
前
節
に
も
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
。
総
商
会
の
領
導
層
は
、
上
位
の
福
建
（
南
部
）
・
広
府
帑

に
多
く
、
客
家
が
こ
れ
に
つ
づ
い
て
い
る
。

　
何
れ
も
赤
手
空
挙
か
ら
一
獲
千
金
を
目
指
し
、
「
富
は
力
な
り
」
と
徹
底
し
た
経
済
人
=
　
H
o
m
o

E
c
o
n
o
m
i
c
u
s
の
文
化
類
型
に

属
せ
し
め
ら
れ
る
。
史
記
、
貨
殖
列
伝
に
曰
く
、
「
天
下
煕
煕
と
し
て
、
皆
利
の
為
め
に
来
り
、
天
下
壌
壌
と
し
て
皆
利
の
為
め
に

往
く
」
の
言
葉
は
、
ま
さ
に
中
華
総
商
会
の
領
袖
達
に
今
日
で
も
あ
て
は
ま
る
も
の
と
さ
え
い
え
よ
う
。

　
楊
氏
は
新
嘉
坡
中
華
総
商
会
側
の
領
袖
と
し
て
次
の
氏
名
を
あ
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
会
担
任
職
務

　
姓
　
名
　
　
出
生
地
　
　
　
　
教
　
育
　
　
　
　
　
職
　
業
　
　
　
　
　
　
　
　
主
　
席
　
　
　
　
　
　
　
副
主
席

　
張
永
福
　
　
粤
潮
州
　
　
伝
統
中
国
教
育
　
　
　
　
布
商
・
製
造
商
　
　
　
　
任
委
員
多
年

　
こ
･
8
り
】
'
―
{
S
8
}

　
呉
寿
珍
　
　
閔
淳
州
　
　
伝
統
中
国
教
育
　
　
　
　
船
主
・
製
材
商
　
　
　
　
一
九
〇
六
ｌ
一
九
〇
八

　
(
1
8
5
8
-
1
9
0
9
)
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蔡
子
庸
　
　
粤
潮
州

（
1
8
4
6
1
)

林
維
芳
　
　
粤
　
省

張
善
慶
　
　
閔
浮
州

(
1
8
5
5
l
1
9
1
o
)

席
正
興
　
　
粤
潮
州

(
1
8
7
4
-
1
9
3
1
)

林
乗
祥
　
　
閔
浮
州

(
1
8
7
2
l
1
9
4
4
}

陳
徳
潤
　
　
粤
潮
州

(
1
8
5
9
―
)

陳
嘉
庚
　
　
閔
同
安

(
１
8
7
4
-
1
9
6
1
)

陳
仙
善
　
　
閔
　
省

陳
若
愚
　
　
粤
潮
州

{
1
8
6
6
-
1
9
3
8
)

藤
中
華
　
　
新
嘉
坡

(
1
8
6
6
-
}
　
（
津
州
人
）

林
叉
順
　
　
新
嘉
坡

　
　
　
　
　
　
（
潮
州
人
）

(
1
8
7
9
-
1
9
3
6
)

伝
統
中
国
教
育
　
　
　
　
米
総
綢
・
糖
商

伝
統
中
国
教
育
　
　
　
　
新
嘉
坡
広
益
銀
行
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

伝
統
中
国
教
育
　
　
　
　
経
営
ゴ
ム
・
土
産
貿
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業

正
式
教
育
な
し
　
　
　
　
胡
淑
・
甘
密
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銀
行
家

経
約
瑟
学
院
　
　
　
　
　
船
主
・
製
造
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銀
行
家

伝
統
中
国
教
育
　
　
　
　
総
綢
・
布
商
・
銀
行
家

中
国
に
て
九
年
教
育
を
　
製
造
商
・
米
商
・
ゴ
ム
王

う
け
る

多
少
の
中
国
教
育
　
　
　
商
　
人

伝
統
中
国
教
育
　
　
　
　
布
商
・
米
商

英
文
多
少
　
　
　
　
　
　
香
港
銀
行
買
弁

中
文

中
文
・
多
少
英
文
　
　
　
請
負
商
・
製
造
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ム
園
主

一
九
〇
七
－
一
九
〇
八

一
九
〇
九

一
九
一
〇
　
　
　
　
　
　
一
九
〇
九
ｌ
一
九
1
　
1

I
九
一
一
ｌ
一
九
一
二
　
一
九
一
〇
ｌ
一
九
一
三

一
九
一
四

一
九
一
三
ｌ
一
九
一
五
　
一
九
一
四

一
九
一
六

一
九
一
七
―
一
九
一
八

　
発
起
人
与
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
一
二
ｌ
一
九
一
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
一
九
一
八

一
九
一
八
　
　
　
　
　
　
　
一
九
一
九

一
九
一
九
ｌ
ニ
○

一
九
二
三
ｌ
二
四

一
九
二
一
ｌ
二
二

一
九
一
五
ｌ
二
六
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陳
敬
堂
　
　
粤
潮
州

（
1
8
5
6
-
1
9
4
1
)

林
推
迂
　
　
関
淳
州

（
1
8
6
4
-
1
9
2
3
)

藤
武
院
　
　
関
　
省

李
偉
南
　
　
粤
潮
州

（
1
8
8
1
-
1
9
6
4
｝

胡
文
虎
　
　
仰
　
光

　
　
　
　
　
　
（
客
属
人
）

(
1
8
8
2
-
1
9
5
4
}

李
俊
承
　
　
関
永
春

（
１
８
８
７
-
１
９
６
６
）

楊
纉
文
　
　
粤
潮
州

（
1
８
８
1
ｌ
1
9
６
7
］

林
文
田
　
　
粤
広
州

（
１
８
７
３
-
１
９
４
３
）

林
慶
年
　
　
関
安
渓

（
１
８
９
３
―
）

陳
振
賢
　
　
粤
潮
州

（
↑
丞
３
１
）

李
光
前
　
　
関
南
安

(
1
8
9
3
-
1
9
6
7
)
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伝
統
中
国
教
育
　
　
　
　
割
振
・
甘
密
商

伝
統
中
国
教
育
　
　
　
　
船
主
・
貿
易
商

伝
統
中
国
教
育
　
　
　
　
銀
行
家

伝
統
中
国
教
育
　
　
　
　
銀
行
家

四
年
中
国
教
育
　
　
　
　
虎
標
万
金
油
大
王

中
国
私
塾
教
育
　
　
　
　
銀
行
董
事
・
産
業
主

伝
統
中
国
教
育
　
　
　
　
商
　
人

広
州
で
九
年
教
育
を
う
　
質
　
商

け
る

北
京
大
学
学
士
　
　
　
　
茶
　
商

多
少
中
英
文
教
育
　
　
　
銀
行
董
事
・
産
業
家

唐
山
学
院
　
　
　
　
　
　
銀
行
家
・
ゴ
ム
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
〇
ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
三
ｌ
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
一
Ｉ
二
二

一
九
二
七
ｌ
二
八
　
一
九
二
五
ｌ
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
九
―
三
〇

一
九
二
九
ｌ
三
〇
　
一
九
二
七
―
二
八

委
　
員

一
九
三
一
ｌ
三
二

発
起
人
　
　
　
　
　
一
九
三
一
―
三
二

一
九
三
三
ｌ
三
四
　
一
九
一
五
―
三
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
九
ｌ
四
〇

一
九
三
五
ｌ
三
六
　
一
九
三
三
ｌ
三
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
七
ｌ
三
八

一
九
三
七
ｌ
三
八

一
九
三
九
ｌ
四
〇



　
連
瀛
州
　
　
粤
潮
州
　
　
多
少
正
式
教
育
　
　
　
　
海
上
運
送
業
・
貿
易
商
　
一
九
四
一
ｌ
一
九
四
五

　
(
1
9
0
6
-
}

　
言
言

９
嶺
同
安
　
多
少
正
式
教
育
　
　
　
　
ゴ
ム
王
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四
一
、
一
九
四
五

　
中
華
総
商
会
は
華
文
を
使
用
し
、
戦
前
は
僑
生
の
参
加
を
認
め
ず
、
中
国
の
息
吹
き
発
溂
た
る
新
客
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
た

が
、
今
日
で
は
僑
生
の
参
加
を
み
、
会
長
の
職
に
つ
く
も
の
も
み
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
前
述
の
「
富
は
力
な
り
」
と
す
る
、
文
化
類

型
と
し
て
の
経
済
人
の
記
録
保
持
者
達
の
集
成
団
体
と
い
っ
て
も
差
支
え
な
い
。

　
だ
が
、
右
に
楊
氏
の
列
記
し
た
領
袖
名
の
う
ち
、
陳
嘉
庚
や
そ
の
族
弟
の
陳
六
使
は
そ
の
蓄
積
し
た
財
を
惜
し
み
な
く
教
育
事
業

に
投
じ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
任
侠
の
気
風
の
つ
よ
い
儒
教
色
の
企
業
家
精
神
を
発
揮
し
て
い
た
。

　
た
ん
か
あ
き
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
ｘ
　
Ｉ

　
陳
嘉
庚
＝
T
~
K
a
h

K
e
e
は
、
福
建
省
同
安
県
集
美
村
で
一
八
七
四
年
年
出
生
し
、
幼
時
は
三
字
經
（
人
之
初
、
性
本
善
、
性
相

近
、
習
相
違
…
…
昔
孟
母
、
択
鄭
処
、
子
不
学
、
断
機
杼
…
…
の
ご
と
く
三
字
で
く
ぎ
っ
て
儒
教
倫
理
を
わ
か
り
や
す
く
し
た
も
の
）
や
論
語
・

大
学
・
中
庸
・
孟
子
等
の
ご
と
き
四
書
の
儒
教
的
教
育
を
う
け
、
十
七
才
の
と
き
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
渡
来
し
、
父
親
の
経
営
す
る
米

店
、
順
安
号
に
勤
務
し
た
。
阿
片
を
吸
飲
し
た
父
親
と
は
相
違
し
て
、
刻
苦
精
励
、
米
店
か
ら
米
行
へ
と
拡
大
し
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

製
造
工
場
・
氷
糖
廠
・
製
造
工
場
か
ら
ゴ
ム
農
園
に
進
出
し
、
ゴ
ム
王
と
ま
で
呼
称
さ
れ
、
船
舶
三
隻
を
も
保
有
し
て
、
多
角
的
事

業
経
営
に
成
功
し
た
が
、
一
九
三
四
年
世
界
恐
慌
の
余
波
を
う
け
て
破
産
す
る
ま
で
に
お
よ
ん
だ
。
そ
の
間
、
辛
亥
革
命
後
一
九
一

二
年
に
郷
里
の
集
美
村
に
帰
り
、
当
時
多
数
の
大
家
族
毎
に
分
散
し
て
い
た
「
家
塾
制
度
」
に
代
わ
っ
て
集
美
小
学
校
・
幼
稚
園
を

創
設
し
、
そ
の
後
五
回
帰
郷
の
た
び
に
教
師
の
不
足
を
補
う
た
め
の
師
範
学
校
、
つ
い
で
水
産
学
校
、
中
学
校
の
建
設
、
一
九
一
九

年
に
は
厦
門
大
学
の
創
設
に
い
た
る
ま
で
、
毎
年
の
獲
利
の
計
算
は
す
べ
て
教
育
事
業
の
財
政
支
出
の
た
め
に
な
さ
れ
て
い
た
。
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彼
は
一
九
三
四
年
破
産
後
債
務
を
完
済
し
て
ゴ
ム
事
業
等
を
女
婿
の
李
光
前
＝
L
e
e

K
o
n
g
c
即
自
（
一
八
九
三
年
福
建
省
南
安
県

芙
蓉
郷
出
生
、
南
益
ゴ
ム
公
司
・
南
益
パ
イ
ナ
ツ
フ
ル
公
司
董
事
長
、
華
僑
銀
行
董
事
）
に
譲
渡
し
て
現
役
訃
き
、
一
九
三
七
年
七
月
日
中

戦
争
の
勃
発
後
一
九
三
八
年
十
月
に
は
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
抗
日
救
国
団
体
の
最
高
団
体
と
も
い
う
べ
き
「
南
洋
華
僑
籌
賑
祖
国

難
民
総
会
」
（
畧
称
、
南
僑
総
会
）
を
創
立
し
、
陳
嘉
庚
は
そ
の
主
席
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
創
立
大
会
を
開
催
し
た
。
そ
の
成

果
は
献
金
公
債
に
関
し
て
は
重
慶
政
府
僑
務
委
員
会
の
発
表
に
ょ
れ
ば
、
日
中
事
変
勃
発
年
か
ら
一
九
四
〇
年
十
月
ま
で
に
お
よ
ぶ

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
救
国
献
金
と
購
債
額
は
計
二
九
四
、
三
九
六
、
二
五
八
元
に
達
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
み
に
て
一
二
九
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

七
六
八
、
〇
〇
三
元
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
難
民
救
済
・
国
貨
の
推
鎖
・
日
貨
排
斥
・
宣
伝
工
作
等
に
い
た
る
ま
で
魂
心
の
力

を
こ
め
て
抗
日
活
動
を
展
開
し
、
一
九
四
一
年
太
平
洋
戦
争
勃
発
に
際
し
て
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
華
僑
青
年
義
勇
軍
に
い
わ
ゆ
る

"
D
a
l
f
o
r
c
e
"
を
組
織
せ
し
め
て
、
抗
日
戦
争
に
参
加
せ
し
め
た
。

　
現
世
利
欲
の
徒
と
い
う
よ
り
は
、
儒
教
的
教
養
の
あ
る
任
侠
の
徒
と
し
て
の
華
僑
の
伝
統
的
一
類
型
を
顕
示
し
て
い
た
。
華
僑
企

業
家
精
神
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ケ
ー
ス
と
し
て
再
検
討
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
郷
土
の
厦
門
大
学
が
国
府
側
の
福
建
省
主
席
陳
儀
に
接
収
さ
れ
て
か
ら
は
、
陳
嘉
庚
は
反
国
府
と
な
り
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成

立
と
と
も
に
、
北
京
に
赴
き
中
央
人
民
政
府
委
員
と
な
っ
て
、
一
九
六
一
年
八
月
十
二
日
北
京
で
逝
去
し
た
。

　
陳
六
便
＝
さ
ら
に
中
華
総
商
会
の
領
袖
の
う
ち
、
華
僑
資
本
家
の
任
侠
的
文
化
類
型
と
し
て
最
後
の
一
人
と
も
い
う
べ
き
人
物
と

し
て
、
陳
嘉
庚
の
族
弟
の
陳
六
使
＝
T
a
n

i
^
a
r
k
;
b
y
e
（
福
建
省
同
安
県
集
美
村
出
身
、
一
八
九
七
ー
一
九
七
三
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
彼

も
族
兄
と
同
じ
く
家
郷
の
私
塾
で
教
育
を
う
け
、
年
少
の
時
渡
南
、
一
九
二
五
年
兄
陳
文
確
と
と
も
に
、
益
和
ゴ
ム
公
司
を
創
設

し
、
最
大
規
模
の
ゴ
ム
輸
出
商
と
な
り
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地
に
分
行
を
設
け
、
一
九
三
八
年
登
記
し
て
益
和
有
限
公
司
を
設
立
し
た
。
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彼
は
ま
た
中
華
総
商
会
の
正
副
会
長
を
歴
任
し
、
福
建
会
館
委
員
会
主
席
、
中
華
ゴ
ム
公
会
主
席
、
南
洋
商
報
董
事
主
席
等
の
要
職

に
つ
き
、
領
袖
と
し
て
の
任
務
を
果
し
て
い
た
。

　
彼
も
族
兄
と
同
じ
道
を
歩
ん
で
い
っ
た
。
私
人
生
活
は
質
素
で
性
格
は
撲
朴
剛
毅
で
教
育
文
化
事
業
に
熱
心
に
関
与
し
、
故
郷
の

集
美
学
校
の
経
常
費
の
負
担
、
マ
ラ
ヤ
大
学
へ
の
三
〇
万
ド
ル
の
寄
附
等
の
ほ
か
、
一
九
四
九
年
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
と
と
も

に
、
華
僑
学
生
が
中
国
で
の
教
育
を
う
け
え
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
現
地
で
の
華
文
教
育
を
主
体
と
す
る
大
学
を
創
設
す
る

こ
と
を
意
図
し
て
、
寄
附
金
の
募
集
以
外
自
ら
率
先
し
て
五
〇
〇
万
ド
ル
を
支
出
し
、
さ
ら
に
福
建
会
館
所
有
の
ジ
ュ
ロ
ン
地
区
の

五
〇
〇
エ
ー
カ
ー
の
士
地
を
も
寄
附
し
て
校
注
と
し
、
一
九
五
六
年
三
月
中
国
語
を
第
一
語
学
と
す
る
「
南
洋
大
学
」
の
開
設
を
み

る
に
い
た
ら
し
め
た
。

　
彼
も
族
兄
と
同
様
政
治
面
に
も
関
心
を
も
ち
、
容
共
派
で
あ
り
、
華
文
を
重
視
す
る
点
で
社
陣
の
福
建
出
身
で
も
あ
る
林
清
祥
の

立
場
を
肯
定
し
、
英
文
重
視
の
Ｓ
・
Ｃ
・
Ｂ
・
Ａ
派
と
も
い
う
べ
き
Ｐ
Ａ
Ｐ
に
対
立
の
傾
向
を
深
め
て
い
っ
た
。

　
彼
は
社
陣
の
援
助
に
財
政
的
、
労
力
的
出
損
を
借
し
ま
な
か
っ
た
。
容
共
派
の
社
陣
の
一
三
名
の
議
員
が
一
九
六
一
年
八
月
Ｐ
Ａ

Ｐ
か
ら
脱
党
し
て
新
組
織
の
成
立
を
宣
告
し
、
非
共
派
は
Ｐ
Ａ
Ｐ
に
残
留
し
た
両
派
の
対
立
の
背
後
に
は
、
中
華
総
商
会
の
領
袖
の

陳
六
使
の
社
陣
援
助
が
力
づ
よ
く
作
用
し
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
一
九
六
二
年
九
月
一
日
マ
レ
イ
シ
ア
合
併
案
に
対
す
る
全
民
投
票
の
結
果
、
同
案
の
通
過
を
み
て
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
勝
利
と

な
っ
た
。
つ
い
で
、
翌
一
九
六
三
年
一
月
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
バ
ン
ド
リ
オ
外
相
の
マ
レ
イ
シ
ア
案
に
対
す
る
コ
ン
フ
ロ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
開
始
と
と
も
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
間
貿
易
は
停
止
さ
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
国
境
の
サ
ラ
ワ
ク
方
面
で

の
人
民
党
（
社
陣
の
主
翼
）
の
ゲ
リ
ラ
抗
争
を
み
る
と
と
も
に
、
同
年
二
月
二
日
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
内
部
安
全
理
事
会
は
一
〇
〇
名
以
上
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の
親
共
派
を
逮
捕
し
、
そ
の
う
ち
に
林
清
祥
も
ふ
く
ま
れ
て
い
懸
華
文
系
南
洋
大
学
は
共
産
主
義
の
温
床
と
な
り
、
親
共
系
資
本

家
で
、
同
大
学
の
創
立
者
の
陳
六
使
は
一
九
六
三
年
九
月
二
十
二
日
市
民
権
剥
奪
の
処
分
を
う
け
た
。
後
に
、
そ
の
市
民
権
取
消
は

解
除
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
で
は
中
華
総
商
会
派
の
敗
北
で
あ
り
、
李
光
耀
内
閣
は
そ
の
後
一
九
六
三
年
・
一
九
六
八
年
・

一
九
七
二
年
・
一
九
七
六
年
の
四
た
び
の
総
選
挙
に
圧
倒
的
勝
利
を
占
め
た
。
右
の
例
示
と
し
て
昨
一
九
七
六
年
十
二
月
二
十
三
日

の
総
選
挙
の
結
果
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
国
会
議
席
総
数
　
計
六
九
議
席

　
　
　
党
　
名
　
　
参
選
人
数
　
　
　
　
獲
得
議
席
　
　
　
　
　
　
投
票
総
数
　
　
　
　
　
　
得
票
％
（
廃
票
は
ふ
く
ま
な
い
）

　
人
民
行
勤
党
　
　
　
　
六
九
　
　
　
　
　
　
六
九
　
　
　
　
　
五
九
〇
、
一
七
二
　
　
　
　
七
二
・
四
三

　
工
　
人
　
党
　
　
　
　
二
二
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
　
　
　
　
九
一
、
九
六
六
　
　
　
　
一
一
・
四
四

　
統
一
戦
線
　
　
　
　
一
五
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
　
　
　
　
五
二
、
一
四
八
　
　
　
　
　
六
・
四
八

　
社
会
主
義
戦
線
　
　
　
　
六
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
　
　
　
　
二
五
、
四
一
一
　
　
　
　
　
三
・
一
六

　
人
民
連
合
戦
線
　
　
　
　
六
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
　
　
　
　
一
四
、
二
三
三
　
　
　
　
　
一
・
七
七

　
正
　
義
　
党
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
　
　
　
　
　
五
、
一
九
九
　
　
　
　
　
〇
・
六
四

　
馬
来
亜
民
族
機
構
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
　
　
　
　
　
九
、
二
三
〇
　
　
　
　
　
一
・
一
四

　
独
立
人
士
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
　
　
　
　
四
、
一
七
三
　
　
　
　
　
〇
・
五
一

　
　
　
註
　
五
三
区
選
挙
民
総
数
八
五
七
、
二
九
七
名
、
投
票
総
数
八
二
二
、
二
六
八
票
、
廃
票
一
八
、
五
五
八
票

　
他
方
、
中
華
総
商
会
の
董
事
の
改
選
は
今
年
二
月
五
日
投
票
、
翌
六
日
開
票
さ
れ
た
が
、
そ
の
間
福
帑
の
六
名
の
董
事
辞
職
の
表
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明
を
み
、
さ
ら
に
広
精
・
潮
精
の
現
在
董
事
に
も
各
一
名
申
請
を
み
て
い
な
い
と
い
わ
れ
、
理
由
は
事
業
の
繁
忙
と
余
暇
の
た
い
た

　
　
　
　
　
　
（
芒

め
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
二
月
二
十
日
に
お
よ
ん
で
、
漸
く
福
建
帑
の
黄
祖
耀
（
大
華
銀
行
集
団
機
構
総
裁
）
が
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。
董
事
達
が

総
商
会
の
役
員
に
つ
く
こ
と
を
回
避
す
る
こ
と
を
な
げ
く
こ
と
が
、
就
任
の
際
の
挨
拶
で
あ
随
中
華
総
商
会
の
現
状
を
暗
示
し
て

い
る
。

　
先
の
林
清
祥
は
一
九
六
三
年
逮
捕
後
転
向
の
意
思
を
明
ら
か
に
し
、
一
九
六
九
年
イ
ギ
リ
ス
本
国
へ
出
国
し
た
。
陳
六
使
は
市
民

権
は
回
復
さ
れ
た
が
、
一
九
七
二
年
逝
去
し
、
南
洋
大
学
も
華
文
の
ほ
か
に
英
文
教
育
に
も
重
点
を
お
く
べ
き
こ
と
に
改
革
さ
れ
て

い
っ
た
。
陳
平
の
統
率
す
る
マ
共
が
な
お
マ
泰
の
国
境
地
帯
に
残
存
し
て
い
る
が
、
タ
イ
・
マ
レ
イ
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
五
カ
国
か
ら
な
る
ア
セ
ア
ン
=
　
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

o
f
S
o
n
t
h
e
a
s
tA
s
i
a
n
.N
a
t
i
o
n
s
は
、
自
由
な
福
祉

国
家
と
高
い
経
済
成
長
率
達
成
を
目
指
し
て
結
東
を
固
め
て
い
る
。

　
こ
と
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
そ
れ
は
目
覚
ま
し
く
、
た
と
え
ば
呉
慶
瑞
副
総
理
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
経
済
成
長

の
成
果
は
工
業
生
産
高
（
製
造
業
・
建
築
業
、
公
共
事
業
を
ふ
く
む
）
は
一
九
五
九
年
八
、
三
七
〇
万
米
ド
ル
か
ら
一
九
七
五
年
度
に
は

二
〇
〇
、
二
〇
〇
万
米
ド
ル
と
な
り
、
工
業
生
産
高
が
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
う
ち
に
占
め
る
比
率
は
一
九
五
九
年
度
の
一
三
％
か
ら
一
九
七
五

年
度
は
、
と
も
に
三
五
％
に
上
昇
し
、
雇
用
者
一
〇
人
以
上
の
製
造
工
業
に
従
事
す
労
働
者
数
は
、
一
九
五
九
年
の
二
五
、
一
九
九

人
か
ら
一
九
七
五
年
に
は
二
一
八
、
〇
九
六
人
に
増
加
を
み
た
。
こ
の
期
間
中
の
常
年
投
資
総
額
は
、
四
、
九
〇
〇
万
米
ド
ル
か
ら

二
五
八
、
九
〇
〇
万
米
ド
ル
と
な
り
、
そ
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
う
ち
占
め
る
比
率
は
七
・
六
％
か
ら
三
七
・
六
％
に
増
加
し
た
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
中
華
総
商
会
も
今
年
一
月
一
日
か
ら
、
華
文
名
は
そ
の
ま
ま
と
し
て
英
文
名
の
み
を
"
S
i
n
g
a
p
o
r
e
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C
田
口
a
Q
C
h
a
m
b
e
r
o
f
C
O
n
m
e
r
c
ea
u
d
I
n
d
u
s
t
r
y
"
と
改
称
し
た
。
既
往
の
潜
運
黙
移
の
政
治
的
・
社
会
的
自
治
機
構
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

核
体
と
し
て
の
役
割
は
後
退
し
て
、
純
然
た
る
商
工
団
体
と
し
て
へ
の
構
造
と
機
能
変
革
を
実
現
し
て
い
く
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
さ
ら
に
、
韓
瑞
生
財
政
部
長
は
本
年
度
の
経
済
成
長
率
は
六
ｌ
八
％
を
実
現
す
る
こ
と
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
他

の
経
済
問
題
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
て
、
何
れ
に
も
せ
よ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
華
僑
社
会
に
お
け
る
伝
統
主
義
的
な
商
人
支
配
社

会
の
中
核
の
中
華
総
商
会
と
任
侠
的
資
本
家
類
型
の
役
割
と
存
在
は
後
退
し
て
、
華
僑
は
何
ん
ら
武
力
を
用
い
な
い
で
い
わ
ゆ
る

「
落
葉
生
根
」
、
も
し
く
は
「
落
地
生
根
」
の
自
然
的
な
経
過
の
う
ち
に
ア
ジ
ア
で
最
良
の
中
枢
的
地
点
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
政
治
・

経
済
的
権
力
を
掌
中
に
し
、
も
と
マ
レ
イ
人
の
国
で
は
あ
っ
た
が
、
外
来
移
民
に
よ
る
多
人
種
国
家
の
現
状
で
は
、
華
僑
よ
り
も
華

人
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
か
の
こ
と
は
問
題
と
な
ら
な
い
で
、
李
光
耀
首
相
説
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
リ
ア
ン
と
し
て
実
質
的
に
変
容
化
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ｓ
ｓ
ｘ
プ
ト
ラ

て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
な
お
、
経
済
的
に
低
位
な
土
地
の
子
の
マ
レ
イ
人
へ
の
福
祉
的
考
慮
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

華
僑
社
会
の
個
別
主
義
的
構
造
の
ほ
か
に
、
イ
ン
ド
人
・
マ
レ
イ
人
・
イ
ギ
リ
ス
人
等
の
多
人
種
国
家
で
あ
る
だ
け
に
、
問
題
は
な

お
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
何
れ
に
も
せ
よ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
華
僑
社
会
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
支
配
時

期
の
分
割
支
配
、
す
な
わ
ち
政
治
権
力
は
土
地
の
子
マ
レ
イ
人
に
、
経
済
権
力
は
外
来
の
華
僑
等
の
ア
ジ
ア
系
人
種
へ
と
し
た
支
配

を
無
血
で
脱
却
し
て
、
政
治
的
・
経
済
的
権
力
の
両
者
を
自
ら
の
掌
中
に
収
め
た
の
で
あ
る
。
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